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新体制では、市内を６エリアに分け、それぞれ農業委員と最適化推進委員が
連携・協力のうえ、積極的に農地利用の最適化を推進します。

農業委員の主な仕事

　総会、地区協議会において、農地の権利移動の許可
や農地転用等の可否について審議します。
　また、農地利用最適化推進委員と協力して、農地
法に基づく権利移動等の現地調査や、農地の集積等
有効活用を推進します。
　なお、市の政策に対する提言を行います。

最適化推進委員の主な仕事

　自らの担当地域において、担い手への農地の
集積、集約化、遊休農地の発生防止・解消など
農地利用の最適化推進のための現場活動を行い
ます。
　また、地区協議会や様々な会議に出席し、担
当地域についての意見を述べます。

北部地区
協議会
仁保・小鯖・大内

中央地区
協議会

大殿・白石・湯田・宮野
吉敷・大歳・平川

川東地区
協議会
陶・鋳銭司・名田島
秋穂二島・秋穂

川西地区
協議会
嘉川・佐山・小郡
阿知須

徳地地区
協議会
串・島地・出雲
八坂・柚野

阿東地区
協議会
篠生・生雲・地福
徳佐・嘉年

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
者
の
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど

で
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
形
態
で
は
、
農
地
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
大
変
困
難
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開

す
る
た
め
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
よ
る
生

産
性
向
上
の
取
組
を
強
化
し
、
令
和
5
年
ま
で

に
担
い
手
に
全
農
地
面
積
の
8
割
を
集
積
す
る

と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
目
標
達
成
に
は
、
現
場
段
階
で
の
農
地

利
用
最
適
化
の
推
進
の
取
組
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
に
農
業
委

員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
農
業
委

員
会
の
業
務
に
つ
い
て
も
、
農
地
法
に
基
づ
く

権
利
移
動
等
の
許
可
や
農
地
転
用
業
務
等
に
加

え
、
「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
の
推
進
が
必
須

業
務
に
位
置
付
け
ら
れ
、
農
業
委
員
会
に
新
た

に
「
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委

員
」
が
設
置
さ

れ
る
な
ど
農
業

委
員
会
の
改
革

が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

山
口
市
に
お

い
て
も
、
平
成

30
年
8
月
か
ら
、

新
体
制
と
な
り
、

農
業
委
員
24
名
、

農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
44

名
が
連
携
し
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
の
た
め

の
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

山
口
市
農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
31
年
2
月

に
制
定
し
た
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
に
関
す
る
指
針
」
に
よ
り
3
つ
の
目
標
を
掲

げ
、
最
適
化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

①
遊
休
農
地
の
発
生
防
止･

解
消

　

市
内
全
地
域
の
農
地
を
対
象
に
、
農
地
の
利

用
状
況
調
査
、
利
用
意
向
調
査
を
実
施
。

②
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積･

集
約

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
等
の
地
域
の
話
し
合
い
を

通
じ
て
、
地
域
の
現
状
を
把
握
し
、
出
し
手
、

受
け
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
。

③
新
規
参
入
の
促
進

　

山
口
県
、
山
口
県
農
業
会
議
、
農
地
中
間
管
理

機
構
等
と
連
携
し
、
管
内
の
農
地
の
借
入
れ
意
向

の
あ
る
認
定
農
業
者
及
び
参
入
希
望
者
（
法
人
を

含
む
。）
を
把
握
し
、
必
要
な
対
応
を
実
施
。

　

今
回
は
、
山
口
市
農
業
委
員
会
の
活
動
の
進

め
方
、
各
地
域
を
担
当
す
る
、
農
業
委
員
・
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
担
当
地
区
を
紹
介

し
ま
す
。

　

農
地
等
の
利
用
で
お
困
り
の
こ
と
等
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
最
寄
り

の
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
又

は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

新
体
制
に
お
け
る
活
動

農
地
利
用
最
適
化
推
進
の
た
め
の

現
場
で
の
活
動

農業委員会新体制における活動の進め方

（中央地区協議会）
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山口市農業委員会農業委員・推進委員一覧表

地区協 農業委員 推進委員 担　当　地　区

北　部

荒瀨　澄枝
小野　基之
中川惠美子
安野　正純

岡村　洋治 仁 保 井開田東･西､高野東･西､両浴､仁保市､野上､土井､高松､丸山､東園、深野
竹下　明誠 仁 保 揚山､金坪､大畠､一之瀬､北河内､高畠､坂本､松柄､原河内､一貫野
池田　善治 小 鯖 国道262号線の北側
重宗　政人 小 鯖 国道262号線の南側
岡本　公一 大 内 県道山口･防府線の南側
西村　和男 大 内 県道山口･防府線の北側

中　央

片山　濶之
德田　文雄
藤村　　守
吉冨　崇子
山根良男※

德本　　優 山　口 大殿､白石､湯田
池田　和子 宮 野 全域
山崎　英俊 吉　敷 全域
中村　　敏 平　川 全域
平田日出夫 平　川 全域
重枝　　隆 大　歳 全域

川　東

海地　博志
神田　一夫
原田　雅恵
藤原　敏郎
𠩤田好子※

磯部　光生 陶 百谷川･南若川の西側
前川　俊雄 陶 百谷川･南若川の東側
重國　誠司 鋳銭司 四口､岡（南）､大円､上口､黒山､河原､今宿西･東､大村､南､道ノ上
野村　賢治 鋳銭司 小森､扇田､西ノ浴､和西､畑､天神原､鷹ノ子､岡（北）
淺原　利夫 名田島 向山､新開作､昭和
武安　　馨 名田島 東･西開作､島
中川　晴吉 秋穂二島 上田､大里､長浜､岩屋､幸田､仁光寺
村中　勝美 秋穂二島 二島､南、惣在所､禰宜

小野　　悟 秋 穂 黒潟北･南､加茂､浦東､祇園町､金山領､西･先青江､中道､花香南･北、西･東天田､
宮の旦､下村､中野

勝本　　紘 秋 穂 大河内北･南､天神町､浜中､北･中条､井南､浜内､小浜､赤崎､日地

川　西

伊藤　良雄
恒冨　竹司
中谷　敏明
山根伊都子

大田美智子 嘉 川 深溝
森本　　一 嘉 川 嘉川､江崎
小林　光子 佐 山 全域
繁村　勝正 佐 山 全域
田中　耕二 小 郡 全域
長尾　　進 阿知須 全域
松﨑　宏紀 阿知須 全域

徳　地

上田　正士
田戸　洋志
𠩤田　好子
安田　敏男

末常　　衛 串 鯖河内､串
神本　博清 島 地 上村、藤木
嘉本　一明 島 地 藤木､島地､山畑
池田　　務 出 雲 深谷､小古祖､堀（才谷､関､旭､堀､本町､西川､伏野上･下､中村､須路）
德田　敦之 出 雲 伊賀地､岸見､堀（上佐､上佐団地､上･下庄方､漆尾､開作､二の宮）
粟屋　富次 八 坂 三谷､八坂（サッカー広場の南側）
伊藤三枝子 八 坂 引谷､船路､八坂（サッカー広場の北側）
國長　廣治 柚 野 柚木､野谷

阿　東

賀屋　忠之
河村　吉人
山根　良男
山見　智盟

山根　久子 篠 生 篠目､生雲東分
伊藤啓一郎 生 雲 生雲西分､生雲中
金子　輝郷 生 雲 蔵目喜､生雲中
中山　隆之 地 福 全域
落合　重武 徳 佐 徳佐上､徳佐中（坂手､水戸､片山､上･下宇津根、羽波、貞行、丸山、平丸）

森下　勝樹 徳 佐 徳佐上（御所河内）、徳佐中（東畑､原山､上市東､上市西､駅通､栄町､中市､下市､
小南､）、徳佐下

井上浩一郎 嘉 年 全域
注１　※の農業委員は、令和元年 8月～令和 2年 7月までの 1年間、阿東、徳地地区を応援。
注２　農業委員は基本的に担当地区がないため、山口市農業委員会では、それぞれの地区協議会に所属し活動を進めています。
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農
事
組
合
法
人 

高
畠
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

現
在
の
経
営
内
容

　

山
口
市
仁
保
に
あ
る
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
パ
ラ
ボ
ラ

ア
ン
テ
ナ
の
東
側
に
開
け
た
農
地
が
あ
る
と

こ
ろ
が
高
畠
地
区
で
す
。
水
稲
21
㌶
、
小
麦

５
㌶
を
組
合
員
33
名
の
内
25
名
程
度
で
播
種
、

田
植
え
、
収
穫
な
ど
の
共
同
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
水
稲
の
作
付
品
種
は
、
ひ
と
め
ぼ

れ
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
及
び
比
較
的
単
価
の
高
い

酒
造
好
適
米
で
あ
る
白
鶴
錦
で
す
。

　

共
同
作
業
は
、
水
稲
及
び
小
麦
の
播
種
、

育
苗
や
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
活

用
し
た
用
排
水
路
の
泥
上
げ
及
び
各
井
出
水

路
の
清
掃
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
作
業
は
、

一
個
人
で
出
来
る
も
の
で
は
な
く
、
集
団
の

力
に
よ
り
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

当
組
合
は
、
従
事
分
量
配
当
制
度
に
よ
り

賃
金
を
払
っ
て
お
り
ま
す
。
年
度
末
に
あ
る

程
度
の
余
剰
金
が
出
れ
ば
、
組
合
員
の
日
頃

の
労
を
報
い
る
た
め
追
加
配
当
を
し
て
い
ま

す
。

現
在
の
問
題
点

　

一
番
の
問
題
点
は
後
継
者
不
足
で
す
。
組

合
員
の
平
均
年
齢
は
69
歳
で
す
が
、
最
高
年

齢
86
歳
の
組
合
員
の
方
が
現
役
で
頑
張
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
20
代
30
代
の
若
い
後
継
者
は

皆
無
で
、
繁
忙
期
の
日
曜
な
ど
に
40
代
50
代

の
組
合
員
へ
田
植
機
や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の

運
転
操
作
を
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
展
望

　

現
在
は
、
農
業
経
営
強
化
準
備
金
制
度
に

よ
り
交
付
金
を
積
み
立
て
て
農
業
機
械
等
の

購
入
に
充
て
て
い
ま
す
が
、
以
前
と
比
較
し

て
交
付
金
の
額
が
大
幅
に
減
少
し
、
思
っ
た

よ
う
な
機
械
等
が
購
入
出
来
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
交
付
金
を
あ
て
に
す

る
こ
と
な
く
、
圃
場
へ
堆
肥
や
ミ
ネ
ラ
ル
等

を
投
入
す
る
こ
と
に
よ
り
地
力
を
高
め
、
ま

た
、
高
付
加
価
値
の
品
種
に
転
換
す
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
売
り
上
げ
を
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
地
域
を
守
る 

農
地
を
守
る
」

中
山
間
地
域
で
の
少
量
多
品
目
の

野
菜
作
り
と
朝
市

報
告
／
中
央
地
区　

池
田　

和
子

を
守
る

「
地
域
を
守
る

を
守
る
」

農
地
を
守
る
」

各
地
区
か
ら
の
報
告

　

市
の
北
部
に
位
置
す
る
宮
野
地
区
は
、
昔

か
ら
少
量
多
品
目
の
野
菜
作
り
が
盛
ん
で
す
。

タ
マ
ネ
ギ
、
メ
ロ
ン
、
イ
チ
ゴ
、
フ
キ
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
が
栽
培
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
市
場
に
出
荷
で
き
な
い
少
量
の
野

菜
や
、
味
は
問
題
な
い
け
ど
形
の
悪
い
野
菜

を
何
と
か
売
り
た
い
と
の
農
家
の
思
い
が
集

ま
り
、
宮
野
ふ
れ
あ
い
市
出
荷
組
合
が
、
平

成
３
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

20
年
経
過
す
る
と
、
雨
漏
れ
が
ひ
ど
く
な

る
な
ど
建
物
も
老
朽
化
し
て
、
吹
き
さ
ら
し

の
中
、
夏
は
暑
さ
で
野
菜
が
昼
に
は
傷
み
、

冬
は
寒
さ
で
朝
並
べ
た
大
根
な
ど
が
凍
る
状

態
で
し
た
の
で
、
４
年
前
か
ら
Ｊ
Ａ
の
倉
庫

を
借
り
て
営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
年
前
か
ら
は
本
格
的
に
学
校
給

食
に
納
入
を
は
じ
め
て
、
地
産
地
消
に
協
力

し
て
い
ま
す
。
私
達
も
地
元
野
菜
を
使
っ
て

も
ら
え
て
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

開
店
時
間
も
、
３
年
前
か
ら
７
時
を
８
時

に
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
朝
の
30
分
で

売
り
切
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
野
菜
が
、
11

時
く
ら
い
に
来
ら
れ
て
も
買
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

市
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
レ
ジ
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
機
器
を
導
入
し
、
商
品
の
売
り

上
げ
や
年
間
の
出
荷
品
目
数
、
個
人
の
出
荷

品
目
、
売
り
上
げ
個
数
な
ど
把
握
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

野
菜
の
定
番
の
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、
大
根
、

人
参
な
ど
数
多
く
の
品
物
が
並
ぶ
中
、
ふ
れ

あ
い
市
な
ら
で
は
の
商
品
も
多
く
並
び
ま
す
。

春
な
ら
ワ
ラ
ビ
、
タ
ケ
ノ
コ
、
タ
ラ
の
芽

等
々
、
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
の
ス
ー

パ
ー
で
は
手
に
入
り
に
く
い
品
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

１
㎞
以
内
に
２
軒
の
ス
ー
パ
ー
が
あ
り
ま

す
が
、
春
と
秋
の
彼
岸
、
お
盆
、
年
末
に
は
、

花
芝
や
榊
、
花
、
し
め
縄
飾
り
、
も
ち
な
ど

の
加
工
品
を
求
め
て
、
レ
ジ
２
台
で
も
対
応

し
き
れ
な
い
程
の
お
客
さ
ん
が
宮
野
ふ
れ
あ

い
市
に
来
ら
れ
ま
す
。
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
イ
ノ
シ
シ
、
サ

ル
、
タ
ヌ
キ
の
被
害
が
多
く
な
り
、
出
荷
が

減
っ
て
き
ま
し
た
。
行
政
の
対
応
を
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
地
を
守
る
共
同
作
業

報
告
／
北
部
地
区　

竹
下　

明
誠
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陶
地
域
の
農
産
物
生
産
は
８
割
が
水
稲
で

す
。
水
稲
関
係
の
台
帳
を
見
る
と
、
耕
作
可

能
面
積
２
１
２
㌶
の
内　

水
稲
作
付
面
積
１

３
４
㌶　

麦
作
付
面
積
８
㌶　

野
菜
転
作
面

積
17
㌶　

自
己
保
全
管
理
44
㌶
と
な
っ
て
い

ま
す
。
販
売
用
野
菜
で
は
、
い
ち
ご
、
は

な
っ
こ
り
ー
、
玉
葱
、
ナ
ス
、
カ
ボ
チ
ャ
が

生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
地
域
と
同
じ

よ
う
に
高
齢
化
に
よ
る
離
農
も
増
加
し
て
い

る
中
で
、
明
る
い
希
望
も
見
え
て
い
ま
す
。

○
実
現
を
待
ち
望
む
「
ほ
場
整
備
」

　

糸
根
・
中
河
原
・
立
石
集
落
の
地
域
で
、

ほ
場
整
備
の
構
想
が
具
体
的
に
希
望
を
持
っ

て
実
現
に
向
け
進
ん
で
い
ま
す
。
約
60
㌶
の

ほ
ぼ
全
域
で
の
合
意
形
成
が
出
来
て
、
平
成

28
年
５
月
に
「
土
地
改
良
事
業
促
進
要
請

書
」
を
市
に
提
出
し
、
同
年
10
月
に
は
推
進

母
体
も
準
備
委
員
会
か
ら
ほ
場
整
備
推
進
準

備
協
議
会
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
整
備

構
想
図
（
案
）
の
作
成
の
段
階
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　

「
地
域
の
農
業
を
守
り
、
農
業
を
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
は
、
ほ
場
整
備
は
絶
対
に

必
要
だ
」
と
、
地
域
内
の
農
地
を
所
有
し
て

い
る
方
、
そ
し
て
農
業
を
営
ん
で
い
る
方
々

の
危
機
意
識
、
そ
し
て
熱
意
と
期
待
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

○
若
い
世
代
の
農
業
者
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

「
市
集
落
」

　

杉
山
正
浩
さ
ん（
36
歳　

認
定
新
規
就
農
者
）

　

広
島
で
会
社
勤
め
を
し
て
い
ま
し
た
が
一

念
発
起
、
農
業
大
学
校
担
い
手
塾
で
１
年
間

学
び
、
秋
穂
で
の
１
年
間
の
農
家
研
修
を
経

て
平
成
28
年
４
月
に
地
元
で
新
規
就
農
し
ま

し
た
。
15
㌃
の
施
設
で
ト
マ
ト
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
お
い
し
い
品
種
「
ご
ほ
う

び
」
を
「
わ
た
し
の
こ
だ
わ
り
で
す
」
と

言
っ
て
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
発
展
段

階
で
苦
労
も
多
い
で
す
が
、
科
学
的
視
点
で

検
証
し
て
前
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

が
楽
し
み
な
青
年
で
す
。

「
中
河
原
集
落
」

　

中
嶋
健
聖
さ
ん
（
42
歳　

認
定
農
業
者
）

　

会
社
勤
め
、
そ
し
て
農
業
に
も
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
二
町
、

玉
ね
ぎ
を
一
反
栽
培
。
更
に
集
落
の
仲
間
と

４
人
で
荒
廃
農
地
・
遊
休
農
地
を
耕
作
。
飼

料
米
、
加
工
用
米
、
酒
米
、
玉
ね
ぎ
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。「
酒
米
は
山
田
錦
を
環
境
保

全
型
で
作
ろ
う
、
そ
し
て
酒
造
会
社
で
純
米

吟
醸
酒
を
造
っ
て
も
ら
い
地
元
の
お
酒
に
」

と
提
案
。
こ
う
し
て
陶
の
地
酒
「
陶
酔
」
が

生
ま
れ
ま
し
た
。「
陶
酔
」
の
ラ
ベ
ル
は
中

嶋
さ
ん
が
揮
毫
し
ま
し
た
。

　

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
新
た
に
農
業
に
携
わ

る
方
が
増
え
、
そ
し
て
世
代
を
超
え
た
農
業

者
の
連
携
が
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
農
業
を
支

え
ま
す
。

　

集
落
営
農
法
人
が
設
立
さ
れ
て
概
ね
10
年

〜
15
年
が
経
過
し
て
、
役
員
の
交
代
が
大
き

な
課
題
に
な
っ
て
い
る
法
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
ど
も
の（
農
）嘉
年
ハ
イ
ラ
ン
ド
も
設
立

後
12
年
目
に
し
て
、
年
度
途
中
で
代
表
理
事

と
副
代
表
が
交
代
し
て
、
新
体
制
を
整
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
役
員
の
交
代
は
い
ず

れ
来
る
こ
と
と
思
い
な
が
ら
、
交
代
に
直
面

す
る
と
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
加
え

て
、
事
務
職
員
等
の
中
心
的
な
職
員
２
名
も

会
計
年
度
末
に
退
職
し
た
こ
と
か
ら
、
理
事

も
具
体
的
な
業
務
を
分
担
し
て
応
急
的
に
対

応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
の
法
人
設
立
当
時
は
、
農
地
は

集
積
し
た
も
の
の
、
農
家
そ
れ
ぞ
れ
が
耕
作

す
る
営
農
方
式
で
し
た
。
そ
の
後
、
高
齢
化

で
耕
作
が
で
き
な
く
な
る
農
家
が
増
え
る
に

従
い
、
法
人
で
管
理
す
る
直
営
田
が
増
え
、

法
人
役
員
が
従
業
員
と
し
て
行
う
作
業
で
は

対
応
が
で
き
な
く
な
り
、
職
員
を
雇
用
し
て

作
業
を
こ
な
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
職
員

を
雇
用
し
た
法
人
は
、
米
価
が
低
迷
す
る
と

経
営
が
難
し
く
な
り
、
こ
の
打
開
策
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
取
組
み
、
一
時

的
に
経
営
を
潤
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

返
礼
品
の
上
限
が
30
％
に
な
る
と
急
速
に
収

益
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
法
人
役
員
の
業
務

体
制
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
次
の
三
点
を

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
役
員
は
①
総
務
部
、
営
農
部
（
水

稲
、
転
作
）、
営
業
部
の
い
ず
れ
か
に
属
し
、

ま
ず
部
内
で
活
動
内
容
を
考
え
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
②
役
員
が
何
を
ど
の
よ
う

な
考
え
で
運
営
し
て
い
る
の
か
組
合
員
へ
伝

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
反
省
か
ら
、
毎

月
の
役
員
会
で
の
検
討
内
容
等
を
「
嘉
年
ハ

イ
ラ
ン
ド
通
信
」
に
記
載
し
て
全
戸
配
布
し

て
、
法
人
活
動
の
見
え
る
化
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
③
各
集
落
と
法
人
が
連
携
し
て

守
る
べ
き
農
地
を
決
め
、
そ
の
農
地
の
管
理

方
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

大
き
い
法
人
と
な
る
と
、
従
来
で
あ
れ
ば

Ｊ
Ａ
や
行
政
が
行
っ
て
い
た
業
務
を
法
人
が

行
う
よ
う
に
な
り
、
業
務
量
が
膨
ら
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
業
務
が
代
表
理
事
を
中
心
に
一

部
の
役
職
員
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
の
状
況

が
続
け
ば
経
営
の
継
承
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
今
回
の
役
員
交
代
で
学
ん
だ
経

験
を
生
か
し
て
、
業
務
の
分
散
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

集
落
営
農
法
人
の

経
営
の
継
承

報
告
／
阿
東
地
区　

井
上 

浩
一
郎

農
地
・
農
業
を

次
の
世
代
に
継
ぐ
た
め
に

報
告
／
川
東
地
区　

前
川　

俊
雄
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南
部
川
西
地
区
は
、
ほ
場
整
備
が
適
切
に

行
わ
れ
、
す
ば
ら
し
い
農
用
地
地
帯
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
も
20
㌶
を
上
限
に
ほ
場
整
備

が
進
め
ら
れ
、
遊
休
農
地
の
解
消
が
進
捗
さ

れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
反
面
、
整
備
に
適
さ

な
い
立
地
に
あ
る
昔
な
が
ら
の
未
整
備
田
が

多
い
地
域
に
お
い
て
は
、
農
地
を
手
放
し
太

陽
光
団
地
と
化
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
荒
廃
地
（
遊
休
農
地
）
を
開
拓

す
る
人
た
ち
も
い
て
、
見
事
に
田
ん
ぼ
に

蘇
っ
た
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　

嘉
川
地
区
山
間
の
東
本
郷
と
い
う
地
域
で

は
、
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
、
地
味
な
努
力

が
実
を
結
び
、
一
反
弱
の
荒
廃
地
が
、
今
で

は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
や
り
方
で
手
間
隙

か
け
て
、
米
の
収
穫
を
成
し
遂
げ
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
収
穫
量
は
一
俵
足
ら
ず
で
す

が
、
と
て
も
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。

　

種
籾
か
ら
苗
を
育
成
し
、
田
植
え
機
は
も

ち
ろ
ん
コ
ン
バ
イ
ン
も
使
わ
ず
に
、
す
べ
て

手
作
業
に
よ
り
、
不
耕
起
の
田
ん
ぼ
に
紐
を

貼
っ
て
苗
の
植
え
る
位
置
を
確
認
し
な
が
ら

一
本
ず
つ
土
を
掘
起
し
て
植
え
て
い
き
ま

す
。
農
薬
、
肥
料
は
や
ら
ず
に
、
夏
の
暑
い

さ
な
か
に
も
、
丁
寧
に
人
手
で
除
草
作
業
を

行
い
な
が
ら
、
苗
の
成
長
を
見
守
っ
て
、
秋

に
は
刈
り
取
っ
た
稲
を
は
ぜ
掛
け
し
て
少
な

い
な
が
ら
も
自
然
の
恵
み
で
あ
る
米
の
収
穫

を
得
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
の
役
割
の
変
化
が
問
わ
れ
る
と

き
、「
農
地
の
集
積
と
遊
休
農
地
の
解
消
」

と
言
っ
て
も
、「
高
齢
化
に
よ
り
農
業
を
続

け
て
い
け
な
い
状
況
、
ま
た
、
担
い
手
不
足

に
よ
り
集
積
活
動
の
で
き
な
い
状
況
と
な

り
、
ま
す
ま
す
農
業
の
衰
退
は
免
れ
る
こ
と

な
く
、
農
地
を
荒
廃
か
ら
守
る
に
は
、
外
圧

の
太
陽
光
設
備
の
設
置
し
か
な
い
の
だ
ろ
う

か
。」
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
中
「
農
業
し

ち
ょ
る
」
と
声
か
け
ら
れ
、「
う
ん
、
し

ち
ょ
る
よ
」
と
返
事
す
る
方
が
い
ら
し
ゃ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
知
ら
さ

れ
た
今
日
で
し
た
。

荒
廃
地
を
無
理
せ
ず
、地
道
に
、

努
力
し
て
元
に
戻
っ
た
耕
作
地

報
告
／
川
西
地
区　

山
根 

伊
都
子

　

徳
地
地
域
に
お
け
る
「
徳
地
や
ま
の
い

も
」
の
歴
史
は
古
く
、
1
5
0
年
前
（
江
戸

時
代
後
期
）
よ
り
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。「
徳
地
や
ま
の
い
も
」
は
、

有
機
物
を
多
く
含
ん
だ
肥
沃
な
壌
土
〜
砂
壌

土
を
好
み
、
佐
波
川
流
域
徳
地
の
地
が
こ
の

条
件
に
と
て
も
適
し
て
お
り
、
昔
か
ら
や
ま

の
い
も
の
産
地
と
し
て
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
近
年
徳
地
や
ま
の
い
も
は
、

生
産
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
年
々
作
付
面
積

及
び
出
荷
量
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
ま

ま
で
は
、
近
い
将
来
栽
培
者
が
い
な
く
な
る

状
況
が
予
想
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
生
産
組
合
が
Ｊ
Ａ
・
市
・
県
と

の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
徳
地
の
伝
統
野
菜

「
や
ま
の
い
も
」
を
「
な
ん
と
か
せ
ん
に
ゃ

い
け
ん
」
と
新
た
な
栽
培
者
を
募
集
し
、
作

付
面
積
の
拡
大
及
び
生
産
量
の
増
加
に
よ
る

産
地
形
成
に
向
け
て
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
ず
は
、
他
産
地
と
の
差
別
化
を
図
る
た

め
に
「
や
ま
の
い
も
と
い
っ
た
ら
徳
地
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
「
地
理
的
表
示
保
護
制
度
（
Ｇ
Ｉ
）」
に

基
づ
く
産
品
登
録
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。
登
録
さ
れ
れ
ば
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

産
品
と
し
て
国
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
た
だ
今

申
請
中
で
審
査
合
格
を
待
ち
望
ん
で
い
る
最

中
で
す
。

　

販
売
対
策
と
し
て
は
、
徳
地
産
品
特
売
所

「
南
大
門
」
で
贈
答
品
を
主
体
と
し
て
販
売

し
、
11
月
に
は
や
ま
の
い
も
祭
り
・
徳
地
の

農
林
業
ま
つ
り
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
販

売
に
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
の
返
礼
品
に
も
加
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら

遠
隔
地
の
方
々
に
も
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
販
売
対
策
基
盤
も
脆
弱
で
は
あ

り
ま
す
が
、

徳
地
や
ま
の

い
も
の
知
名

度
Ｕ
Ｐ
に
努

め
、
選
ば
れ

る
産
地
化
を

目
指
し
て
栽

培
農
家
の
所

得
向
上
と
地

域
活
性
化
に

繋
げ
て
行
き

た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

「
徳
地
や
ま
の
い
も
」産
地
形
成
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

報
告
／
徳
地
地
区　

伊
藤 

三
枝
子
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私
は
両
親
と
3
人
で
4.6
㌶
の
農
地
に
米
・

麦
・
大
豆
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
た
ま
に
息

子
た
ち
が
農
作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

気
付
け
ば
私
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ

イ
ン
・
田
植
え
機
・
代
車
用
に
持
っ
て
こ
ら

れ
た
機
械
ま
で
何
で
も
乗
り
こ
な
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
自
動
車
免
許
証
に
は
「
大

特
車
は
農
耕
車
に
限
る
」「
け
ん
引
は
農
耕

車
に
限
る
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ち
ょ
っ

と
恥
ず
か
し
い
の
で
交
通
セ
ン
タ
ー
で
裏
書

き
に
し
て
欲
し
い
と
頼
ん
だ
ら
却
下
さ
れ
ま

し
た
。

　

あ
る
時
、
水
稲
の
中
期
除
草
を
す
る
た
め

薬
剤
を
散
布
し
た
と
こ
ろ
、
一
畝
（
30
坪
）

範
囲
の
苗
が
枯
れ
始
め
ま
し
た
。
散
布
機
に

前
回
の
除
草
剤
が
残
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

稲
が
枯
れ
る
の
は
仕
方
が
な
い
と
諦
め
ら
れ

た
が
…

　

よ
り
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
こ
こ
？
田
ん
ぼ

は
、
他
に
も
あ
る
の
に
…

　

そ
れ
は
、
保
有
し
て
い
る
田
ん
ぼ
の
中
で

1
・
2
位
を
争
う
く
ら
い
人
目
に
付
き
や
す

い
道
路
わ
き
の
一
角
で
あ
り
、
ま
さ
に
、
失

敗
公
開
刑
に
な
っ
た
気
が
…

　

ま
た
あ
る
日
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
り
作

業
を
し
て
い
る
と
道
を
通
る
人
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ

と
こ
ち
ら
を
向
い
て
い
ま
し
た
。
何
？
と
思

っ
た
が
呼
び
止
め
ら
れ
る
訳
で
も
な
い
の
で

そ
の
ま
ま
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
し

て
数
日
後
、
息
子
が
同
じ
よ
う
に
作
業
を
し

て
い
た
時
、
そ
の
ニ
ヤ
ニ
ヤ
の
訳
が
分
か
り

ま
し
た
。
息
子
が
歌
を
歌
っ
て
る
！！

　

ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
て
い
る
と
機
械
音
が

大
き
く
自
分
の
声
が
消
さ
れ
る
と
思
っ
て
い

た
が
そ
う
で
も
な
か
っ
た
の
で
す
。
機
械
音

と
声
音
で
は
波
長
が
違
う
の
だ
ろ
う
か
？
よ

く
わ
か
ら
な
い
が
、
歌
声
は
、
聞
こ
え
る
。

　

そ
の
瞬
間
、
体
か
ら
汗
が
噴
き
出
て
く
る

の
を
感
じ
た
。〝
し
ま
っ
た
〞　

キ
ャ
ビ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
で
な
い
時
は
、
ご
注
意
を
…

　

こ
う
し
て
私
の
珍
農
作
業
は
今
日
も
健
在

で
す
。

今
日
も
元
気
に
珍
農
作
業

報
告
／
川
東
地
区　

農
業
委
員　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田　

雅
恵

女
性
委
員
の
ペ
ー
ジ

　

私
の
住
ん
で
い
る
阿
東
地
域
は
、
標
高
３

０
０
ｍ
前
後
な
の
で
、
夏
は
涼
し
く
過
ご
し

や
す
く
、
お
い
し
い
お
米
、
野
菜
、
果
実

等
、
あ
げ
れ
ば
限
り
が
な
く
、
と
て
も
い
い

所
で
す
。

　

勤
め
を
退
職
し
て
か
ら
、
米
づ
く
り
、
野

菜
づ
く
り
に
挑
戦
し
、
同
時
に
Ｊ
Ａ
女
性
部

の
お
世
話
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
形
と
な

り
、
新
し
い
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

阿
東
農
林
業
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
活

動
で
は
、
地
産
地
消
を
基
に
会
員
さ
ん
と
未

来
あ
る
若
者
、
子
供
達
に
郷
土
料
理
を
伝
え

て
い
く
た
め
に
「
家
庭
料
理
大
集
合
」
を
開

き
、
日
頃
の
家
庭
料
理
を
持
ち
寄
り
、
見

て
、
食
べ
て
、
意
見
を
共
有
し
、
若
者
と
共

に
楽
し
ん
で
過
ご
す
時
を
持
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ロ
ー
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議

会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
山
口
県
の
山
奥
あ

と
う
の
家
庭
料
理
」
の
冊
子
が
で
き
ま
し

た
。
今
は
形
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
継
承
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
8
月
か
ら
は
、
地
域
農
業
の
発

展
に
女
性
の
目
線
か
ら
応
援
し
お
世
話
を
し

た
い
と
思
い
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

と
し
て
、
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
農

業
委
員
さ
ん
と
の
初
め
て
の
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
で
は
、
山
際
の
田
ん
ぼ
に
草
･
木
が
生
い

茂
り
、
田
ん
ぼ
の
お
も
か
げ
は
な
く
、
寂
し

い
思
い
を
し
な
が
ら
見
回
り
を
し
ま
し
た
。

今
年
も
農
地
が
農
地
と
し
て
活
か
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
ま
し
た
が
、
一
次
産
業
の
農
業
を
活
性

化
し
、
安
全
･
安
心
な
阿
東
の
味
を
大
切
に

し
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

山
口
県
農
業
委
員
会

　
　

女
性
協
議
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
こ
の
指
と
〜
ま
れ
！
女
性
の
絆
で
広
い
農

地
に
未
来
の
種
ま
き
を
」

　

あ
こ
が
れ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
負
け
な
い
よ

う
に
農
地
の
あ
り
方
、
農
地
法
と
は
、
に
向

き
あ
っ
て
女
性
な
ら
で
は
の
農
業
へ
の
取
り

組
み
を
模
索
し
て
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
と
し
て
、
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
進

め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
阿
東
の
味

報
告
／
阿
東
地
区　

推
進
委
員　
　
　
　

山
根　

久
子
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農
地
の
売
買
等
に
は
農
地
法
に
基
づ
く
農
業
委
員
会
の
許
可

が
必
要
で
、
許
可
要
件
の
一
つ
に
下
限
面
積
要
件
が
50
㌃
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
農
業
委
員
会
の
判
断
で
別

段
の
面
積
を
定
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

山
口
市
農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
29
年
に
下
限
面
積
を
、
市
内

全
域
30
㌃
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

■
農
地
の
転
用
と
は

　

田
や
畑
ま
た
は
果
樹
園
な
ど
の
農
地
を
、
宅
地
な
ど
の
農
地

以
外
に
使
用
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

農
地
を
転
用
す
る
場
合
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区
域
内
の
農
地
は
区
域
か
ら
の
除

外
申
請
が
必
要
で
あ
り
、
補
助
金
交
付
や
納
税
猶
予
を
受
け
て

い
る
農
地
を
転
用
す
る
場
合
は
、
補
助
金
の
返
還
や
納
税
の
義

務
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
転
用
の
計
画
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
法
に
つ
い
て

※
無
許
可
で
の
転
用
や
許
可
内
容
と
異
な
る
目
的
に
転
用
し
た

時
に
は
、
厳
し
い
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
原
状
回
復
を
含
め
た
是
正
指
導
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

※
自
己
の
農
地
を
利
用
・
保
全
す
る
た
め
に
、
農
地
に
水
路
・
農

道
等
を
整
備
し
た
り
、
2
㌃
未
満
の
農
業
用
施
設
を
建
設
す
る

場
合
は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　

令
和
元
年
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け

と
な
り
ま
し
た
が
、
各
地
か
ら
局
地
的

な
大
雨
や
地
震
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が
聞

か
れ
、
や
は
り
自
然
に
は
逆
ら
え
な
い

の
か
と
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

　

さ
て
、
農
業
委
員
会
は
法
改
正
に
伴

い
、
昨
年
、
新
た
な
体
制
の
も
と
、
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
の
役
割
や
活
動
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
の
更
な
る
理
解
を
深
め
る

た
め
、
こ
の
回
報
に
よ
り
、
あ
ら
た
め

て
、
活
動
の
進
め
方
や
、
組
織
体
制
、

各
委
員
の
担
当
地
域
等
を
お
知
ら
せ
す

る
と
共
に
、
各
地
域
で
の
取
り
組
み
状

況
や
、
委
員
の
活
動
状
況
な
ど
を
掲
載

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
活
動
を
は
じ
め

と
し
て
、
農
業
者
そ
し
て
地
域
に
寄
り

添
う
農
業
委
員
会
と
し
て
、
委
員
一
同

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

川
東
地
区
協
議
会
の
農
業
委
員
さ
ん

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
さ
ん
が
、

利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）

を
行
わ
れ
て
い
る
様
子
で
す
。

　

毎
年
、
7
月
か
ら
8
月
の
夏
の
暑
い

中
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に

向
け
て
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
長　
　

恒
冨　

竹
司

副
委
員
長　
　

𠩤
田　

好
子

竹
下　

明
誠

池
田　

和
子

大
田
美
智
子

嘉
本　

一
明

井
上
浩
一
郎

あなたに伝えたい5つのこと農業者年金
あなたが60歳未満の
国民年金の第１号被保険者なら、
年間60日以上、農業に従事
していれば農業者年金に加入できます。

※詳しい内容のお問い合わせは、山口市農業委員会・お近くのJAへ

農
地
取
得
の
下
限
面
積
要
件

農
地
を
転
用
す
る
と
き

農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

老後に欠かせないものは、「健康」「友達」「生きがい」「お金」です１
自分の死後、残された家族にお金を残すことも大切ですが、老い
て自分に役に立つ年金を持ちましょう。2
自分の老後は、自分で計画を立てて考えないと、誰も面倒を見て
くれません。3
掛けた保険料を取り戻すことが年金の目的ではありません。老い
たときに、安定収入の道を確保しておくことが年金の目的です。4
現金や貯金は使えば使った分だけ減り続けます。しかし、年金は
使っても必ず後から再び振り込まれてくるものです。5

しっかり積み立て、
安心で豊かな老後を！

国が支える、
大きな安心！




